
かっ　を・ぴん　な　がの漁場調査

大島疋秀・染出光夫

1．趣　　旨

▲本調査は前年度よりの継綬事業で春季より夏季にかけて豆南海区より東北海区に北上廻還す

，るかっを及びびんたがまぐろの廻遊経路を調査し，本県当黒船の誘導を第一義におき併せて漁

祝と海況の相関性並びに魚群の組成から見た資源の消長を究明するため本調査を実施した。

2．方　　法

⇒一　期　　間　昭和28年5月10日より8月24日に至る間

すご　海　　区　豆南海区，常盤海区，東北海区

使用船　調査船茨城丸（掩屯数116蓼90主機関ディーゼル250IP）

乗組員　船長以下46名

：漁　具1本釣漁具
試験設備　び）鶴見精機製電動測深儀一式

匝）ナンゼン型顧倒採水器　6個

㈹その他海洋観測用具　一式

き．経　　過

第1＝欠航海

5月10日郊河湊出港三崎鴨川で燃料括組を積み込み12日鴨川発海洋観測を実施し乍ら伊
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豆七島沿いに調査を始めた。330－28′N，1370－26′E附近の海況は南下する宏流系7K帯が北上

する暖流系水帯に圧迫され複雑な潮境を呈し．好漁場を形成し，茨城丸は同海区でかっを鳥

付群を発見操業1．000貫の漁獲をあげた（水温210～230C，平均体重500匁‾）。その径漸次北

上，犬吠崎E50′附近力く温200C～210Cの水帯で数回鳥付群を発見したが餌付き悪く，夏に北

上して小名浜E50′附近水温190C～200Cの潮境でびんたが混りの鳥付群を発見操菓したが，

残鋳少なく充分な操業が出来ず5月20日郡河津に帰港した。

第　2　次航海

鴨川で活組を積み5月23日漁場へ州港，主に野島崎沖海＝区の調査を実施し330－30′N．1450

－30′附近海区で半径80′に及ぶ水温18℃～190C台の低温孤立水帯を発見同海区で日廻り3

〆～3．5〆に及ぶ大型びんたが鮪を釣獲し6日間の操業で計5，000〆の漁獲を揚げ30日三

崎に帰港した。

第　3　次航海

6月2日伊豆網代で活組を積込み主に野島晴沖合33030′N，143028′E及び35840′N，1480

00′E附近海区でぴんなが鮪の漁場調査を行った。33030′N，143028′Eの海区には前航海同様

18℃～190C台の低温孤立水帯が表徴しながらもなお存在しびんたが鮪の好漁場となってい

た。茨城丸は同海区で大型びんたが鮪1，600〆を釣獲したが荒天のため操業不可能となり，

以後沖合に向け調査を続けた。35050′N，148000′E附近で暖流系水帯水温230Cの沖側に19℃

～22℃の帯状をした潮境がNEに伸びており，そこにびんたが鮪の好漁場が形成され，茨城

丸も同街区で数鹿操業計2．500〆・の中型びんたが鮪を漁獲した。
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第　4　＝欠航梅

本航海の調査は主に犬吠崎E360N，1450E附近海区が中心区域で漁場の範囲は狭かったが

魚群密度は極めて濃く，4日間の操業で大型ぴん恵が鮪6，000〆の漁獲を揚げ6月19日郵

河湊に帰港した。
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第　5　次痴航海

6月22日三崎出港，海洋観測を行いながら素魚に努め飢005′N～封b35′N，147053ノE～

147056′Eの海区で鳥付き挑ね群のびんたが鮪群を発見操業，1回で11000〆乃至2．000〆を

漁獲し計5，000〆の漁獲をあげた。
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第　6　＝欠航海

6月下旬からかっを群は滞1＝欠沖合に移動しつつあるので本航海は主に370N，150OEを中

心とした海区の調査を実施した。本海区は暖流系水帯の北上が著しく24℃～250Cの水帯に

紋付群の漁場が各処に形成されてかっを5，000〆釣接した。

第　7　次航海

7月19日鴨川で清雄を積込み出港，犬吠埼より針路をENEに向け北上し39810′N，1460

30′E水温22℃の水帯で菜群鰹を発見した。併し餌付き悪く100〆梓度の釣蜂に終り以後漸

次沖合に向け調査を進めたが目立った魚群なく38020′N，150000′Eで一応沖合の漁場調査を

打切り帰途についた。金華山南東37034′N，141059′E附近海区は北上する暖流系水帯が南下

する塞流系水帯に強く圧迫され，極めて複雑な潮境を生じそこに好漁場が形成され同海区で

鳥付き鰹群を発見操業して400〆を釣獲した。

第　8■＝欠航海

本調査は東北海区ブロック海洋横断観測を兼ねて鰹の漁場調査を行った（精細は1，0（泊浬

海洋底断観測参照）。沖合400N～4lON，1580E～1600E附近海区は南下する宏流系水帯わ勢

力が増大し前句迄北上を続けていた暖流系水帯は停滞気味で鰹群はこの潮境水温200～21℃

に大小の群をなして発見された。茨城丸は同海区で鮭素群を発見康菓1．000〆を釣獲したが

一美後潮境に汚い丘よりに調査を続け23日都河湊に帰港した。

4．調　査　結　果

（1）海況と漁況
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5　　月

例年遠州偶に発生する冷水塊は5月に大川、笠原松生場附近海区にその姿を現わし，同海区

で上旬びんたが鮪の好漁がみられた。中旬から後半に入り野島崎南東お。一00′N，1420功0′Eを

中心に半径約80′に及ぶ低温孤立水塊（水温18。C～200C）に魚群は移動し中旬楕衰えたびんた
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が漁も下旬に入り同海区で活頑な動きをみせた0茨城兎も同海域でびんたが鳥付素群を発見好

成果を収め本県船の誘導に努めた0同海区北東鮎ON～35。N・145。E附近に水温200C～21℃台

の褒状水帯がありここでもびんたが漁場が形成された0一方沿岸寄りに北上する暖流水帯の進

出も目立ち寒流水帯の圧迫を受け乍ら水温200C～22℃の等温線は大王崎の南から北は塩屋崎

沖合に至る間を帯状に伸び・この間各処の潮境に鰹群が発見されたが全般に低調で野島崎南沖
合を除いてみるべきものはなかった。

6　　月
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野島崎沖の低温孤立水塊は今月に入り漸次その範囲が釈まり，中心海域の水温上昇も目立ち

下旬には遂に暖水帯と入れ変つねロ棺岸を北上していた暖流系水帯は金華山沖合から北郎延

び，岸よ。忙南下していた寒流系水帯は次第に衰退し・邪河湊沖30′附近には水温200Cの暖

水帯の突恥部がみられた0びんたが漁況は先月下旬から引挽き野島沖の低温水帯とこの北東
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35QN，14アEから36。N，149。Eに延びる水温21OCの等温線の東側に広軌漁場が形成され

出漁船は相当な成果を収めた0下旬に入り野島嶋沖の低温孤立水塊の滑滅と共に黒汐勢力の圧

迫と相まってびんたが漁場は次第に沖合に移行し・その尖端は1500E線に迄到達した0鰹漁況

は今旬に入り本県沖水温200C（D突出部の潮境に好漁場が形成された外塩尾崎沖60′の水域に

も鮭群がみられた。併し漸次衰え陛漁執ま重役酌に沖合に移行しれ特に340N・1460E～1470E

水域が好漁場とたった0
7　　月
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台風ダイナ通過後の海況の変化は著しく餌。C台の暖水帯は370Nに迄遷した。北上する黒

汐勢力は野島崎沖合で分岐しこの2勢力の突出部の南側に鰍漁場が形成された。下旬に入。黒

汐の北加益々著しく，水温21。Cの水帯は4lONに迄達し・鰹漁場もこれら陵墓雨水帯の汐境

に形成され・主漁場は三陸沖合に移った0先月迄不調であった脛漁況が清澄になった反面，び

んたが漁己は月始め沖合35。N～36。N，150。Eにみられたが漸次低調とな。，中旬以後は全く
みられなくなった。
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金華山沖100′附近から北上する黒潮は今月叫は激に東北東に延び39。－30′N，，1460－30′E

附近一帯に入。込んでいた低温水帯を北に圧迫したd全段枇糊は沖合に行く程強く大体金

華山東北東の線に泊って暖寒雨水帯の潮境が形成され主漁場とたったD即ち40。N，149。E近海
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390N～400N，1520E附迄の2漁場の他沿岸では塩屋崎沖60′附近と請戸沖にみられた。中旬に

入り黒潮は梢蓑へ沖合1500Eには強力な親汐の進出が目立って来た。又1530E～1封qE附近海

域では水温21℃（D水帯がかたり北に進出しているが，表層だけのようで鰹漁場は形成されな

かったD茨城丸の1，000′海洋観測の結果によると390－20′N，1450E～1460E附近の150m層に

水温10Cの冷水塊があり，これを中心とした申下層は極めて複雑な海況を皇し，その結果この
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表層水帯はJIT状を皇していた。中小層の海況は全校駅に寒流釆水帯の進出が顕著に現われ

て来た○中旬からは釧路沖合の各処にさんま群がみられるようになった。

（2）水温と漁獲量の関係

脛の5月中の漁況をみると主漁場が水温20℃～2lOCの範囲に主として形威され漁獲率もこ
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Fig．12　体長，体重及び肥満度組成　上段・40037／N，156024′E
8月中旬；中段，39021lN．158045′E8月中旬；下段，

40019JN，158ロ23／E8月上旬
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Fig．13　水温と漁獲量の関係
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の水帯で大きな値をみせた。7～8月

には次第に適水温が上昇し7月中旬に

は23℃～240C含水帯で好漁がみられ

た。安城丸の調査の結果による適水温

平均値は国に示す様に21．10Cであっ

た。びんたが鮪は5月から6月一杯に

かけて野島崎沖合の低温水帯の各処に

みられた。始め188C～19℃台の水温

に好漁がみられたが，以後主漁場が沖

合に移る忙従い，釣獲水温も上昇し，

210C～22℃となった。茨城丸調査期

間中の平均適水温は図に示す様に，

19．8℃であった。

（3）群の「付きもの」と餌付について

茨城丸の調査による群の「付きもの」

別の出現及び餌付の良否を考察してみ

る。発見数の上からみると，漁細を通

じ鳥付群10，素群5，紋付1，ハネ群1．5の割合になっている。全股的に例年より鳥付群の発

見率は増加しているが，一方餌付良否の面からみると漁期間を通じ紋付群が良好な割合を示し

ている。5～6月には圧倒的に鳥付群の発見数が多かったが，餌付は良くなかった。例年索群

の出現は絃漁期近くに多くみられていたが，今年は早く各処の海域に発見され餌付も6月に良

くなっている。
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